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１. 皀樹原・檜下遺跡　２. 大久保山遺跡　３. 西浦北遺跡　４. 仲宿遺跡　５. 菅原遺跡　６. 宮西遺跡　

７. 箱石遺跡　８. 中山遺跡　９. 台耕地遺跡　10. 宮ノ脇遺跡　11. 椿山遺跡　12. 大山遺跡　13. 猿貝北遺跡

14. 東台遺跡　15. 末野窯跡群　16. 南比企窯跡群　17. 東金子窯跡群
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県内では、寄居町箱石遺跡で検出された７世紀末の
箱形炉が最古の製鉄炉です。箱石遺跡での鉄生産は武蔵
国内の官衙の整備に伴って始められたと考えられます。

次に登場する竪形炉（半地下式竪形炉）は、８世紀
第２四半世紀の桶川市宮ノ脇が県内最古の事例です。宮
ノ脇遺跡を皮切りに、伊奈町大山遺跡などの荒川流域で
８世紀後半から９世紀にかけて竪形炉による鉄生産が行
われました。

10 世紀になると、深谷市西浦北遺跡や本庄市大久保
山遺跡など、榛沢郡域や児玉郡域で自立炉（自立式竪形
炉）での鉄生産が行われます。後に活躍する中世の武士
団との関係が伺われます。
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第
１
部

そごう大宮店 （さいたま市） ３階連絡通路
金 土令和７年８月15日 ・16日 日・17日

第
２
部

モラージュ菖蒲 （久喜市）３階滝のコート前広場（サーティワン前）
金 土令和７年 10月17日 ・18日 日・19日

第
３
部

ららぽーと富士見
三井ショッピングパーク

（富士見市）２階ベイフロー前
土令和７年 11月14日 金・15日 日・16日

第
４
部

埼玉県立

さきたま史跡の博物館 （行田市） 企画展示室

休館日：月曜日（祝日を除く）・年末年始 12/29 ～ 1/3

土令和７年 12月13日 令和８年２月１日日

令和７年度 ほるたま展　開催日程
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桶巻作り
おけまきづく

桶枠（模骨）

桶枠に布をまく

布の上から粘土板を貼る
工具を使い叩き締める

桶枠をはずし４等分する

内型（模骨） 布の上から粘土板を貼る

工具を使い
叩き締める 内型からはずし

２等分する

布または袋で覆う

いちぼく

一木作り
いちまい

成形台
布

一枚作り 『信貴山縁起絵巻』
（平 安 時 代 末 頃 成 立）

住吉廣保筆摸本
をトレース

『春日権現験記絵』
（鎌倉時代末頃成立）をトレース

『石山寺縁起絵巻』巻二（鎌倉時代末頃成立）
をトレース

本瓦葺き（模式図）
ほんかわらぶ

丸瓦

平瓦

文化庁『発掘調査のてびきー各種遺跡調査編ー』引用・一部追記
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須恵器
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埼玉では７世紀の末頃から製鉄が
始められました。最初期の７世紀の
末から８世紀の初頭は箱形炉が用い
られましたが、８世紀の前半から竪形
炉が導入され、以後多く作られます。

伊奈町大山遺跡では、８～９世紀の
竪形炉が 28 基検出されました。
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寄居町末野遺跡からは、古墳時代から古代の窯跡
が見つかり灰原から大量の須恵器が出土しました。

奈良時代になると、一般家庭にも須恵器の器が普
及しました。専門の職人である工人が大きな登り窯
で焼きました。
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すえ  の かまあと
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登り窯操業イメージ図

窯では、瓦も製作され、寺院や役所に
供給していました。埼玉では、平瓦は７
世紀の後半から８世紀の前半までは桶巻
造りで製作されていました。奈良時代か
らは一枚造りで製作されました。一方、
丸瓦は一木造りで製作され続けました。

はいさいどこう
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製鉄炉操業イメージ図

大山遺跡 第 12 次調査 第３号製鉄炉
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紡錘車
（鉄製）
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紡錘車

（滑石製）
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かっせき紡錘車使用風景

律令国家では、布は税として国に
納められていました。古代の遺跡か
らは、しばしば滑石製の紡錘車や鉄
製の軸のついた紡錘車が出土します。

軸の頭にわた状の繊維をかけて、
回転させて撚りをかけることで布の
材料となる糸を作ります。
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廃棄した場所）


